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要旨：群馬県邑楽郡明和町において，1987年の地盤沈下観測井ボーリング掘削（掘進長405 m）で得られ
た下総層群地蔵堂層・藪層相当層（海洋酸素同位体ステージMIS11およびMIS9）の堆積物5試料から，更
新世中期（約40万年前～ 30万年前）の10属13種の貝形虫化石が産出した．これらはAurila属，Cythere属，
Cytheromorpha属，Neomonoceratina属，Pontocythere属，Spinileberis属，Stigmatocythere属を含む．本研究の
標本と同種が，本州沿岸等の現生内湾生貝形虫群集や，関東地方の更新統産内湾生貝形虫化石群に多く含
まれることから，本地域の古環境は内湾浅海域で，海中気候は現在の関東沿岸（暖温帯～中間温帯）とほ
ぼ同じか，やや温暖であった可能性がある．2属の未記載種（Callistocythere sp.，Stigmatocythere sp.）につ
いて殻形態の特徴を記述し，Stigmatocythere sp.の古生物地理学的特徴も記述した．現在の関東平野北西部
（足尾山地と関東山地の間）における更新世中期の古環境・古地理の復元と，日本列島沿岸の底生生物の
古生物地理の考察において，これらの貝形虫化石は重要である．

Abstract: Fossil ostracods of 13 species belonging to ten genera, including Aurila, Cythere, Cytheromorpha, 
Neomonoceratina, Pontocythere, Spinileberis and Stigmatocythere, were reported from five sediment samples, 
correlated to the Jizodo and Yabu Formations in the Middle Pleistocene Shimosa Group （ca. 0.4–0.3 Ma；Marine 
Isotope Stages 11 and 9）. These ostracods were obtained from a 405 m land subsidence observation well drilled in 
1987 at Meiwa Town, Ora-gun, southeastern Gunma Prefecture, northwestern Kanto Plain, central Japan. This 
species composition has been primarily reported from the modern and Pleistocene inner bay ostracod assemblages in 
central and southern Kanto Plain, central Japan. The fossil ostracod assemblages in the shallow marine environment 
of these five samples indicated an inner bay area under subtropical to warm temperate conditions. The water 
temperature in the middle Pleistocene in the studied area would have been nearly the same as, or slightly higher 
than, the temperature at the present Kanto coast, which is under warm to mild temperate conditions. The 
morphological characters of carapaces of two undescribed species belonging to two genera （Callistocythere sp. and 
Stigmatocythere sp.） were described. The fossil ostracods in this studied area are significant as they reveal the 
palaeogeography and palaeoenvironment of the present northwestern Kanto Plain between the Kanto and Ashio 
Mountains as well as the palaeobiogeography of the shallow marine benthic fauna along the Japanese Islands during 
the Pleistocene.  
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小沢広和ほか

はじめに

群馬県邑楽郡明和町において，1987年に地盤沈下観測を

目的としたボーリング調査が行われ，地下深度405 mまで

観測井が掘削された（図1；群馬県，1988；平社，2008a；

石原，2014）．その際に得られた，中部更新統・下総層群

相当層の堆積物試料の一部から，貝形虫化石が産出したの

で，今回報告する．関東平野中央部においては，地表の露

頭はごく少ないが，地下地質構造や帯水層構造等の応用地

質学的研究において，活発にボーリングコア掘削が行われ

てきた．これらの研究から，更新統の大部分は沖積層に覆

われ，中～上部更新統の下総層群相当層が地下に広く分布

していることが判明している（中澤・遠藤，2002；中澤・

中里，2005；平社，2008a，2008b；須貝ほか，2013；納谷

ほか，2013，2014， 2017）．関東平野北西部では，関東山

地と足尾山地の間に位置する明和町とその周辺域について

は，ボーリングコア掘削も関東平野中央部に比べて比較的

少ないため，更新統の地下地質構造や年代層序にはまだ不

明な点も多く，明和町産化石の報告例もごく少なく筆者の

知る限りでは，金子ほか（2024）の有孔虫化石のみである． 

筆者3名（金子・石川・野村）は，これまで関東平野の

地下に分布する中～上部更新統の石灰質微化石（主に有孔

虫化石）について，ボーリングコア試料を中心に検討して

きた．その研究対象地域は，主に関東平野中央部～東部の

埼玉・茨城・千葉県内である（金子ほか，1994，2011，

2018；原島ほか，2019など）．その結果，これらのコア試

料中のいわゆる「古東京湾」（図2；Yabe，1931など）出現

時の更新世中期～後期の堆積物である下総層群（図3）に

ついて，微化石からその古環境変遷が明らかになった．そ

の一方で，関東平野北西部に位置する群馬県南東部は古東

京湾の最湾奥部に位置し，海進・海退の影響が明瞭に現れ

やすい地域であるが，房総半島の君津・木更津・市原・成

田地域の研究例（内尾，1961；鈴木・青木，1962；Yajima，

1978，1982；Ozawa et al., 1995；安原・熊井，2003など）

と比べると，更新統産化石の研究例自体が少なく，石灰質

微化石の研究例もほとんどない．そのため，更新世の海進・

海退の影響の一端を知ることができる研究材料として，本

研究で扱う明和町のコア試料と産出化石は重要である．

図1．本研究の対象コア（群馬県邑楽郡明和町；明和町地盤沈下観測
井）．入月ほか（2011）の菖蒲コアGS-SB-1（埼玉県久喜市菖蒲町；
産業技術総合研究所による掘削）・金子ほか（2017）の板倉コア（群
馬県邑楽郡板倉町；社会福祉センター地内で掘削）の掘削地点（黒
丸）．中島ほか（2022）を改編．
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図2．古東京湾と周辺域の20 〜 10万年前の古地理図．Murakoshi and 
Masuda（1992），田中ほか（2006）を改編．
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図3．本研究対象地域の下総層群と相当層の層序表．中澤・遠藤
（2002），中澤・中里（2005），平社（2008a）に基づく．MIS（海洋
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群馬県明和町の地盤沈下観測井産貝形虫化石

そこで筆者2名（金子・石川）は，明和町の地盤沈下観

測井掘削において1987年に得られた堆積物試料について，

石灰質微化石の産出を検討した．その結果，個数は少ない

ものの，複数の貝形虫化石を抽出することができた．本稿

では，今回得られた貝形虫化石について，特徴と産出の意

義を簡潔に述べる．

明和町の地盤沈下観測井の概要

本研究で用いた試料は，群馬県邑楽郡明和町において，

地盤沈下観測井の掘削を目的としたボーリング調査時に得

られた有孔虫化石分析用堆積物の7試料（F-1～ F-7；図4，

表1）である．この掘削については，群馬県庁が企画し，

1987年6月12日～ 1988年1月30日に，東武鉄道伊勢崎線・

川俣駅北西方約150 mの明和町川俣地区（明和町川俣26番

地；旧明和村立西小学校；現在の明和町立明和西小学校の

敷地内；図1；36º 12’5.82”N， 139º 30’48.31”E；坑口標高

20.91 m）において，ワイヤーライン工法によって地下深

度405 mまで掘削した（群馬県，1988；平社，2008a；石原，

2014）．

この地盤沈下観測井では，地下深度405 mまで堆積物の

みが存在し，周辺域の一部では基盤岩となっている花崗岩

等の貫入（林ほか，2004；高橋ほか，2006など）は，深度

405 mまででは認められていない（群馬県，1988；平社，

2008a）．この観測井の岩相について，下位層準（405～

184 m）は砂礫層・砂層・シルト層から成り，中位層準（184

～ 93 m）は主にシルト層・砂層・貝化石混じりの砂層およ

び砂礫層から成る．上位層準（93～ 0 m）は，主に砂層・

シルト層・ローム層から成る（群馬県，1988；平社，2008a）．

本観測井を含む計25本の関東平野北西部・中央部の掘削

井（最大地下深度640 m）の堆積物について，平社（2008a，

2008b）が岩相・年代層序を比較した．その結果，堆積相

および堆積シーケンスの特徴から，本観測井の堆積物は，

上総層群（D層・C層・B2層）と他地域の下総層群（地蔵

堂層・薮層・上泉層・清川層・木下層・大宮層）に対比さ

れた（図3，図4）．ただし上総層群相当層の地層名につい

ては，平社（2008a，2008b）の図表には，D層・C層・B2

層という記号のみで書かれており，対応する他地域の具体

的な地層名は示されていない．この掘削井から産出した化

石として，貝・珪藻・底生有孔虫・花粉が報告されている

（群馬県，1988）．年代に関するデータは，本掘削井からは

報告されていないが，下総層群と海洋酸素同位体ステージ

（Marine Isotope Stages；MIS）の対応関係については，こ

れまで多くの先行研究で議論され，地蔵堂層がMIS11（約
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図4．明和町地盤沈下観測井（深度0 m 〜 200 mの部分）の柱状図
および微化石（貝形虫・有孔虫）用試料採取層準．平社（2008a）を
改編．
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40万年前），藪層がMIS9（約30万年前），上泉層・清川層

がMIS 7（約20万年前），木下層がMIS5.5（約12万年前）に

相当し，地蔵堂層基底部はMIS12に相当すると考えられて

いる（図3：岡崎ほか，2001；平社，2008a；町田，2008；

松島ほか，2009；中澤ほか，2009など） ．

試料の分析方法

本研究では，群馬県（1988）が用いた，明和町地盤沈下

観測井の有孔虫化石分析用の7試料（図4，表1）を検討し

た．内訳は下総層群地蔵堂相当層（MIS11）の4試料（F-4

～ F-7）および藪層相当層（MIS9）の3試料（F-1～ F-3）

である．貝化石を含む砂の計7試料の各20 gについて，水

を加えて加熱し，構成粒子に分解した．水洗処理には200

メッシュ（目開き0.074 mm）のふるいを使用した．ふる

い上の残渣を電気定温器で乾燥し，検鏡用試料とした．双

眼実体顕微鏡を用いて，この試料から115メッシュ（目開

き0.125 mm）以上のサイズの有孔虫化石を，群馬県（1988）

が抽出した．当時，筆者2名（金子・石川）が，これらの

一連の作業を行い，有孔虫化石とともに貝形虫化石を拾い

出して保管していた．本研究ではこれらの貝形虫化石を検

討した．

本研究の試料採取層準の岩相については，群馬県（1988）

と平社（2008a）の柱状図で砂の粒径等の記載が異なって

いる．すでにコアは破棄されていて確認できないが，群馬

県（1988）の有孔虫分析試料の岩相記載を表1に示し，図4

には平社（2008a）の柱状図に試料採取層準を示した．下

総層群相当層名とその区分も平社（2008a）に従った．

結果

7試料を検討した結果，5試料（図4）から計10属13種の

21個の貝形虫化石が得られた（表2）．今回は得られた貝形

虫化石の標本数が少ないため，一部欠損している標本も1

個として数えた．産出個数および種数はF-6で最も多く，

産出密度（1 gあたりの産出個数）もこの試料で最も高い（表

2）．本研究で抽出した貝形虫化石の保存状態については，

下位（地蔵堂層相当層）の2試料（F-6，F-7）では比較的

保存の良い標本が多いが，上位（藪層相当層）の3試料

（F-1～ F-3）では保存の悪い標本が多い．ここでは，本研

究で得られた2属の未記載種の標本3個について検討し，以

下にこれらの特徴を述べる．図版1～ 3の各標本の画像を，

群馬県立自然史博物館所蔵の走査型電子顕微鏡（SEM；日

立ハイテクノロジーズ製TM-1000）を用いて，筆者1名（金

子）が撮影した．図版1～ 3に示した計21個の標本は，群

馬県立自然史博物館に登録・保管されている．

古生物学的記載

Class Ostracoda Latreille, 1806　貝形虫綱

Subclass Podocopa Sars, 1866　ポドコーパ亜綱

Order Podocopida Sars, 1866　ポドコピーダ目

Superfamily Cytheroidea Baird, 1850　シセレ上科

Family Leptocytheridae Hanai, 1957　レプトシセレ科

Genus Callistocythere Ruggieri, 1950

Callistocythere sp. 

（図版2. 7）

研究標本：GMNH-PI-6391（図版2. 7）

標本サイズ：GMNH-PI-6391・殻長0.55 mm，殻高0.28 mm 

備考：殻サイズおよび殻全体の表面装飾（リッジ・突起・

凹み・斑点）の発達の程度から，成体の標本であると判断

した．殻外形と殻サイズはCallistocythere japonica Hanai， 

1957に似るが，殻前部～殻中央部の表面装飾（リッジ・凹

み・網目模様・斑点）のパターンは，Callistocythere pumila 

Hanai, 1957のメス（Hanai （1957）は標本画像のオスとメス

を区別して掲載していないが，Tsukagoshi, 1998がオスとメ

スの標本画像を示している）に似る．殻中央部～殻後部の

試料番号 採取深度（m） 分析試料の岩相（群馬県，1988の記載） 地層名

F-1 107.10-107.15 中粒砂（貝化石破片を含む） 藪層

F-2 107.70-107.75 中粒砂（貝化石破片を含む） 藪層

F-3 108.00-108.05 中粒砂（貝化石破片を含む） 藪層

F-4 140.09-140.12 細粒砂〜中粒砂（貝化石破片・細レキを含む） 地蔵堂層

F-5 142.20-142.23 中粒砂（貝化石破片を少量含む） 地蔵堂層

F-6 142.80-142.85 中粒砂（貝化石破片を少量含む） 地蔵堂層

F-7 143.25-143.30 中粒砂（貝化石破片を含む） 地蔵堂層

表１：小沢ほか

表1．明和町地盤沈下観測井の試料リスト．
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表面装飾（リッジ・網目模様）のパターンは，Callistocythere 

reticulata Hanai, 1957に似る．背縁・腹縁から見た形態は，

Callistocythere属（C. subjaponica, C. japonica, C. japonica 

uranipponica, C. nipponica, C. alata, C. undulatifacialis, C. 

pumila；Hanai, 1957；Tsukagoshi, 1998）のメスとは，特に

背縁から見た後部の幅が左右に広い点が異なるが，

Callistocythere属を含むLeptocythere科の別属のIshizakiella属

（I. miurensis, I. supralittoralis, I. ryukyuensis；Hanai, 1957；

Tsukagoghi, 1994；Karanovic et al., 2017）のメスを背縁から

見た形態に似ている（Hanai （1957）は両属の標本画像の

オスとメスを区別して示していないが，他の2文献は区別

して示している）．このような特徴から，本種は既知種の

いずれとも異なり，Callistocythere属の未記載種と判断し

た．Callistocythere属は，現在の日本列島沿岸の浅海帯で

多くの遺骸殻が報告され，外洋に分布する種が多い（Hanai，

1957；Ikeya and Itoh, 1991；Ikeya and Suzuki, 1992；Zhou，

1995；Tanaka et al., 2012など）が，一部の種（Callistocythere 

pumila）は内湾のみに分布する（Kamiya et al., 2001；中村

ほか，2021など）．本属の化石は，日本の中新統等から産

出する（Ozawa, 1996；Irizuki et al., 2004；田中ほか，2004；

Ozawa et al., 2008；Tanaka and Hasegawa, 2013；Ozawa，

2016など）．

Family Trachyleberididae Sylvester-Bradley, 1948

トラキレベリス科

Genus Stigmatocythere Siddique, 1971

Stigmatocythere sp. 

（図版3，1-2）

研究標本：GMNH-PI-6392（図版3. 1），GMNH-PI-6393（図

版3. 2）

標本サイズ：GMNH-PI-6392・殻長0.78 mm，殻高0.46 mm，

GMNH-PI-6393・殻長0.91 mm，殻高0.47 mm

備考：殻サイズ・殻外形および殻全体の表面装飾（リッジ・

突起・網目模様）の発達の程度から，成体のメス（GMNH-

PI-6392；図版3. 1）および成体オス（GMNH-PI-6393；図

版3. 2）の標本であると判断した．本種は，塚越ほか（1994）

が千葉県流山市の完新統からオスの合弁1個を報告して

SEM画像を掲載した Stigmatocythere sp.と，殻外形・殻サ

イズおよび殻の表面装飾（リッジ・突起・凹み・網目模様）

パターンが似るため，本研究は本種をStigmatocythere属の

未記載種と判断した．塚越ほか（1994）の結果と同様に，

本研究も本種の産出個体数が2個と少ない．そのため（同

種の可能性が高いが）産出個数を増やした上で，今後の詳

しい分類学的検討が必要である．またKamiya et al.（2001）

も石川県の上部更新統から6個のStigmatocythere sp.を報告

し，SEM画像を示している．その標本を本研究の標本の

殻サイズ（殻長約0.8～ 0.9 mm，殻高約0.5 mm）と比べる

と殻外形は似ているが，サイズ（殻長約0.6 mm・殻高約0.3 

mm）が小さく，表面装飾（リッジ・突起・凹み・網目模様）

相当層名 　　藪層 　　　　地蔵堂層

種名／試料番号 F-1 F-2 F-3 F-6 F-7
試料採取深度（m） 107.10- 107.70- 108.00- 142.80- 143.25-

107.15 107.75 108.05 142.85 143.30
Aurila corniculata Okubo, 1980 1 1
Aurila cymba (Brady, 1869) 1 1
Aurila kiritsubo Yajima, 1982 1 1
Callistocythere sp. 1 1
Cythere omotenipponica Hanai, 1959 2 2 4
Cytheromorpha acupunctata (Brady, 1880) 1 1
Neomonoceratina delicata  Ishizaki & Kato, 1976 1 1
Neopellucistoma  cf. inflatum Ikeya & Hanai, 1982 1 1
Pontocythere miurensis (Hanai, 1959) 1 2 3
Semicytherura furuyaensis  (Ishizaki & Kato, 1976) 1 1
Spinileberis furuyaensis Ishizaki & Kato, 1976 1 2
Spinileberis quadriaculeata (Brady, 1880) 1 1 1 2
Stigmatocythere  sp. 1 1 2

合計 1 2 2 8 8 21
種数 1 2 2 6 6 13

試料の重量（g） 20 20 20 20 20
産出密度（個数／g） 0.05 0.1 0.1 0.4 0.35

表２：小沢ほか

表2．明和町地盤沈下観測井の産出種リスト．
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パターンが異なる．またKamiya et al.（2001）の標本の方が，

相対的に太い突起を持ち，突起の数が少なく，網目模様も

あまり発達していない．そのため本研究の標本とKamiya 

et al.（2001）のStigmatocythere sp.は，別種の可能性が高く，

日本の更新統産のStigmatocythere属は少なくとも2種から成

る可能性が高い．この他には，沖縄県の鮮新統（約320万

年前）からStigmatocythere roesmani（Kingma，1948）を

Tanaka and Nomura（2009）が報告し，SEM画像を掲載し

ている．この種は殻長約0.6 mm・殻高約0.4 mmで本研究

のStigmatocythere sp.より小さく，殻後背部の外形と表面装

飾（リッジ・突起・凹み）パターンが異なり，網目模様と

突起が本研究の標本ほどは発達せず，水平方向の太い2本

のリッジが殻中央部と腹縁部付近に発達している．そのた

め，本研究の標本とStigmatocythere roesmaniは別種の可能

性が高い．

他地域の下総層群からは，千葉県市原市内の藪層の2露

頭からYajima（1982）が本属に含まれる可能性のある1種

（Stigmatocythere? sp.）2個の産出を報告している．ただし

Yajima（1982）のSEM画像と比較すると，殻外形・表面装

飾の発達度合いと装飾のパターンが本研究の標本とは異な

る．また共産種としてSchizocythere属，Neonesidea属，

Cytheropteron属など，外洋域に多い属の種が多い（Yajima，

1978，1982）．本研究のStigmatocythere sp.は Spinileberis 

furuyaensis，Spinileberis quadriaculeata，Cytheromorpha 

acupunctataなどの内湾生種と共産するので，Yajima（1982）

のStigmatocythere? sp.とは別種の可能性が高い．

本属はSiddiqui（1971）がパキスタンの始新統の化石を

基に提唱した属で，インドなどから新生代の化石が多産し

（Bhandari，2004など），現生種の報告はインドネシアなど

の東南アジア沿岸域に限られている（塚越ほか，1994）．

日本の琉球列島以北では，上部更新統と完新統から化石が

産出しており（塚越ほか，1994；Kamiya et al., 2001），本

研究の産出は日本の中部更新統では初の報告である．なお 

Tabuki（2001）が，沖縄の鮮新・更新統（新里層）から，

Stigmatocythere sp.の化石の産出を報告しているが，地層の

年代が未確定で，化石のSEM画像も示されていない．ま

た日本では現生種の分布は今のところ報告されていない．

これらのことから，現生の分布域が琉球列島以南で

Stigmatocythere属と比較的似ているNeomonoceratina delicata

（Irizuki et al.，2009など）のように，日本の本州には更新

世中期以降の温暖期にのみ，日本列島へ北上して分布して

いた可能性も指摘されており（Kamiya et al.，2001），今後

は日本と周辺における本属の化石・現生の種分布の検討が

必要である．

考察

現時点で，群馬県邑楽郡明和町のコアから得られた貝形

虫化石の標本数はごく少ないが，Cytheromorpha acupunctata，

Spinileberis furuyaensis，Spinileberis quadriaculeata，

Neomonoceratina delicataが産出する．これらの種は関東地方

中部～南部の更新統の内湾生貝形虫化石群（Yajima, 1978, 

1982；Irizuki et al., 2009；Ozawa, 2009；Ozawa and Ishii, 

2014；金子ほか，2022；小沢ほか，2023など）にも多く含

まれ，N. delicata以外の3種は現在の東京湾や浜名湖等の日

本列島の内湾の湾央～湾奥域に分布する（Frydl, 1982；池

谷・塩崎，1993；Kamiya et al., 2001；Nakao and Tsukagoshi，

2002；中村ほか，2021など）．この他には，試料によって

は日本列島沿岸に分布する複数の湾口・沿岸砂底種である

Aurila kiritsuboとPontocythere miurensis（Hanai, 1959；Ikeya 

et al., 1985；Tsukawaki et al., 1997；入月ほか，1999；Kamiya 

et al., 2001；Nakao et al., 2001；Ozawa and Tsukawaki, 2008；

Irizuki et al., 2009；中村ほか，2021など）と，葉上種（潮

間帯付近の海藻・海草の葉上に棲む種）であるAurila 

corniculataと Cythere omotenipponica（Hanai, 1959；Okubo，

1980；Ikeya et al., 1985；Tsukagoshi and Ikeya, 1987；入月

ほか，1999；Kamiya et al., 2001；Irizuki et al., 2009など）

が産出した．これらのことから，古環境としては外洋水の

影響を受ける内湾的な環境（湾奥～湾央）で，付近に藻場

が存在した可能性がある．海中気候としては，現在の関東

沿岸（暖温帯～中間温帯）とほぼ同じか，琉球列島以南に

現在分布するN. delicataを含むためやや温暖であった可能

性がある．また群馬県（1988）が検討した本観測井産貝化

石・有孔虫化石からも，古環境として内湾湾奥～湾央環境

が推定されている．今回の検討地域は関東平野北西部に位

置するため，更新世中期には古東京湾内の海域であった可

能性が高く（図2），これらの結果は本研究の古環境推定と

は矛盾しない．

本研究以外の関東平野北西部・北部の下総層群産貝形虫

化石の研究例としては，明和町の南方約20 kmに位置する

埼玉県埼玉郡菖蒲町で採取された「菖蒲コア」（図2；入月

ほか，2011；下総層群地蔵堂層・藪層相当層）について67

試料から計74種が報告され，詳しい古環境変遷史が議論さ

れている．ここではBicornucythere bisanensis，Bicornucythere 

sp.，Neomonoceratina delicata，Nipponocythere bicarinata，

Cytheromorpha acupunctataが多産し，主に内湾域に分布す

る種を主体とする貝形虫化石群が報告されている．また

Loxoconcha tamakazuraとLoxoconcha optimaなどの外洋水の

影響を受ける海域を好む種も，特定の層準では多産してい
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る．これらの種構成から，この地域の古環境は閉鎖的な内

湾環境から，外洋水の影響を受けるやや開放的な内湾環境

へ変化し，その後に再び閉鎖的な内湾環境へ変化したこと

が推測されている．

また明和町の東方約70 kmに位置する茨城県土浦市田村

町の下総層群相当層において，土地区画整理工事中に下総

層群の貝化石密集層の露頭が発見された（遠藤ほか，

2000；中島，2003）．その後の工事で露頭は失われたが，

工事中に切り出された貝化石密集層ブロック（60×50×95 

cm3の直方体状）より得られた2試料から，計54種の貝形虫

化石が報告されている（原島ほか，2019）．このブロック

は下総層群木下層あるいは木下層より下位の下総層群相当

層の1つから得られた可能性が指摘されているが，詳細な

層序については複数の意見がある（遠藤ほか，2000；中島，

2003）．この2試料から日本列島沿岸に分布する湾口・沿岸

砂底種であるLoxoconcha optima， Pontocythere miurensisが多

産 し た が，Bicornucythere bisanensis，Cytheromorpha 

acupunctata，Neomonoceratina delicata，Spinileberis 

quadriaculeataなどの内湾生種も比較的多く含まれ，葉上

種（潮間帯付近の海藻・海草の葉上に棲む種）である

Aurila corniculataと Hemicytherura cuneata（Okubo, 1980； 

Ikeya et al., 1985；入月ほか，1999；Kamiya et al., 2001；Tanaka 

et al., 2011など）も多産するため，古環境としては付近に

藻場があり，外洋水の影響を受けるやや開放的な内湾環境

が推測されている（原島ほか，2019）．

現在の明和町は，菖蒲町と田村町よりも内陸部に位置す

るため，古環境としては外洋水の影響がより少なかった可

能性がある．ただし，今回の明和町における貝形虫化石の

産出個数は少ないので，古環境については本地域で検討す

る試料数と個数を増やして，再検討する必要がある．

入月ほか（2011）と原島ほか（2019）は，本研究と同様

に内湾生種を多く含む貝形虫化石群を報告している．しか

し，本研究でSEM画像を示した未記載種2種のうち，

Callistocythere属の未記載種については，入月ほか（2011）

のリストには示されていない．原島ほか（2019）は

Callistocythere sp.という種名をリストに掲載しているが，

化石のSEM画像は示されていないため，本研究の未記載

種と同一であるか否かは不明である．Stigmatocythere属の

種については，両研究のリストには示されていない．

この他の関東平野北西部の更新世中期における古東京湾

湾域の古環境研究例としては，明和町から10 kmほど東方

に位置する邑楽郡板倉町で採取された「板倉コア」（図1）

の下総層群地蔵堂層・藪層相当層の微化石に基づく，途中

経過の予察的な報告がある（原島ほか，2015；金子ほか，

2017）．筆者3名（金子・石川・野村）を含む研究グループ

が，このコアの連続的な層準で採取された約20試料につい

て，現在も解析中である（金子，私信）．板倉コアからは，

Bicornucythere bisanensis，Cytheromorpha acupunctata，

Neomonoceratina delicata，Spinileberis quadriaculeataなどが

多産し，内湾的な古環境が推測されているが，まだ詳しい

古環境変遷史の解析結果は公表されていない．

このような研究進捗状況であるため，関東平野北西部の

古東京湾湾奥部に関する，より詳しい古環境変遷史や更新

世とそれ以降のStigmatocythere属の種の古生物地理を詳し

く解明するためには，板倉コアの試料のような，この地域

における多くの堆積物試料を用いた微化石および古環境変

遷史の解析と，それらのできる限り速やかな研究結果の公

表が望まれる．
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小沢広和ほか

図版 1．明和町地盤沈下観測井の更新統産貝形虫化石のSEM画像． 

1，3：試料 F-2；2，4，6：試料 F-7；5，8，10：試料 F-6；7，9：試料 F-3．1-4，6，8，10：成体；5，7，

9；幼体．1：Aurila corniculata Okubo, 1980（GMNH-PI-6351）；2：Aurila cymba（Brady, 1869）（GMNH-

PI-6352）；3：Aurila kiritsubo Yajima, 1982 （GMNH-PI-6353）；4：Cythere omotenipponica Hanai, 1959

（GMNH-PI-6354）；5：Cythere omotenipponica Hanai, 1959（GMNH-PI-6355）；6：Cytheromorpha 

acupunctata（Brady, 1880）（GMNH-PI-6356）；7：Neomonoceratina delicata Ishizaki and Kato, 1976

（GMNH-PI-6357）；8：Neopellucistoma cf. inflatum Ikeya and Hanai, 1982（GMNH-PI-6358）；9：

Pontocythere miurensis（Hanai, 1959）（GMNH-PI-6359）；10：Pontocythere miurensis（Hanai, 1959）

（GMNH-PI-6360）． 

図版 2．明和町地盤沈下観測井の更新統産貝形虫化石のSEM画像． 

1，2，5：試料 F-6；4：試料 F-1；3，6，7：試料 F-7．2-7：成体；1；幼体．1：Pontocythere miurensis

（Hanai, 1959）（GMNH-PI-6361）；2：Semicytherura furuyaensis（Ishizaki and Kato, 1976）（GMNH-PI-6362）；

3：Spinileberis furuyaensis Ishizaki and Kato, 1976（GMNH-PI-6387）；4：Spinileberis quadriaculeata（Brady, 

1880）（GMNH-PI-6388）；5：Spinileberis quadriaculeata（Brady, 1880）（GMNH-PI-6389）；6：Spinileberis 

quadriaculeata（Brady, 1880）（GMNH-PI-6390）；7a-e：Callistocythere sp.（GMNH-PI-6391）．7a：右殻の

側面の外面；7b：両殻（合弁）の背縁側の外面；7c：両殻（合弁）の腹縁側の外面；7b：両殻（合弁）

の前縁側の外面；7e：両殻（合弁）の後縁側の外面．

図版 3．明和町地盤沈下観測井の更新統産貝形虫化石のSEM画像． 

1：試料 F-6；2：試料 F-7．1，2：成体．1：Stigmatocythere sp.（GMNH-PI-6392）；2：Stigmatocythere 

sp. （GMNH-PI-6393）．1a：右殻（メス）の側面の外面；1b：右殻（メス）の内面；1c：右殻（メス）の

背縁側の外面；1b：右殻（メス）の腹縁側の外面；1e：右殻（メス）の筋肉痕；2a：右殻（オス）の側

面の外面；2b：右殻（オス）の内面；1c：右殻（オス）の背縁側の外面；1b：右殻（オス）の腹縁側の

外面；1e：右殻（オス）の筋肉痕．
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